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リンゴ栽培における摘葉及び収穫作業性に及ぼす樹の形質の影響
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1 はじめに

新しいリンゴわい性台木である JM台木が開発
され、その利用が広まっている。わい化栽培にお

ける栽培管理作業の省力化を図るため、栽培管理

の主要作業と樹の形質との関係を明らかにする必

要がある。ここでは、 リンゴ栽培の主要な作業で
ある着色管理作業の摘葉、及び収穫の作業時間と

樹の形質との関係ついて検討した。

1 試験方法

(1)摘葉斉1「 ジョンカラーふじJの利用

果樹研究所 リンゴ研究部試験圃場に栽植 してあ

る `ふ じ'/M9を用いた。処理は、収穫前 50日
処理、40日 前処理 (いずれも濃度は 5∞ 倍)及

び対照区の 3区 とし、樹毎の各 3反復とした。収

穫予定日を 11月 15日 と想定し、収穫前 50日 処

理は 9月 26日 、40日 前処理は 10月 5日 に行い、

処理は肩掛け式散布機で薬液が枝葉に十分量付着

するように散布 した。
「ジョンカラーふじJの摘葉効果の調査につい

ては、処理前にラベルを付けておき、果そ う葉と

果台枝葉について処理前と処理 2週間後に葉数を

調査した (1区 :20果そう、 3反復 )。 また、
「ジ

ョンカラーふじJの利用時における仕上げ摘葉作

業については、これらの試験樹を用いて、樹毎の

摘葉作業時間、摘葉枚数、着果数、樹の大きさな

どを調査した。

表1 摘葉剤「ジョンカラーふじ」の摘葉効果

(2)収穫作業
盛岡市乙部のA氏園 (M26)、 盛岡市川目の盛

岡東部りんご生産組合の B氏園 (島″)、 及び果

樹研究所リンゴ研究部試験圃場 (M9、 ミツバカ

イ ドウ)の 4園地の `ふ じ'を用いた。収穫作業

について、6～ 10樹 を用いて樹毎の収穫作業時

間、収穫果数、樹の大きさなどを調査した (表 3)。

2 試験結果及び考察

(1)摘葉剤 「ジョンカラーふじ」の利用
ジョンカラーふじによる摘葉効果は、果そう葉

で対照区が 129%の落葉率であったのに対して、
処理区は 249、 263%、 果台枝葉で対照区が 21

%の落葉率であつたのに対して、処理区は 31、 47

%であつた (表 1)。 平成 14年度のジョンカラー

ふじによる摘葉効果は、全体的には効果は低かつ

たが、これは処理日前後の平均気温が 12～ 16℃

とやや低かつたことが影響しているものと考えら

れた (データ略)。

ジョンカラーふじ利用時の仕上げ摘葉作業につ

いて、 1果当たり及び 1樹 (着果数 150果 として

換算)の摘葉枚数は明ら力ヽ こ処理区で少なく、50

日、40日 前処理ではそれぞれ対照区の約 64%、

約 710/0であつた。しかし、 1樹当たりの作業時間

(150剰樹)では、いずれの処理区でも対照区の

約 92%であつた (表 2)。 これは、対照区ではま

とまつた葉をあまり考えないで摘葉するのに対し

て、処理区では果実周辺から摘葉するべき葉を考

えながら作業するため時間が長くなるものと考え

られた。

処理 区 落葉率 (%) 果そう、果台枝当たりの葉数の変化(枚 )

果そう業 果台枝葉

果そう葉 果台枝葉 処理前 処理等  処理後 処理前 処理等  処理後

50日前

40日 前

対照 区

263

249

129

565

455

567

148

113

073

417

342

494

043

028

020

882

912

940

47

31

21
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表2摘葉剤「ジョンカラー 、ヽじ」利用時おける仕上げ摘粟作業

処理 区       摘葉数 作業時間

枚/果   枚/樹*  (%)   分/1000枚 /人   分/樹*/人    (%)

50日 前    745    1117   638       2274       2518     917

40日前    827    1240   709       2027       2523     919

対邸員 区      1167      1750     1000           1589           2745        1000

*1樹当たりの着果数は150果として試算

表3 収穫作業性に関する試験区と栽培の特徴

調査園   調査樹数  (樹齢)   台木     栽培上の特徴
A氏園    10    8    M26     高樹高、脚立使用(7尺 )

B氏園    10    6     」M7     低樹高、脚立不使用

果樹研    9     9     M9     高樹高、脚立使用(6尺 )

果樹研    6    44  ミツパカイドウ   高樹高、脚立使用(7尺 )
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図2 調査園地の樹高分布
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図 1 収穫作業時間と樹高

(2)収穫作業                  4 まとめ

収穫作業について、A氏園では肩掛け式の収穫

カゴ (風袋約 lkg)を用い、いつぱいに収穫した   リンゴわい化栽培における摘葉作業、摘葉剤「ジ
場合風袋込みで約 12kgであつた。一方、B氏園  ヨンカラーふじ」の利用、収穫作業と作業時間の
および果樹研究所リンゴ研究部ではプラスチック  関係について、 1)摘葉剤「 ジヨンカラーふじ」
製の手提げカゴ (風袋約 0 6kg)を 用い、風袋込  の利用による手作業による仕摘葉枚数が多いほ
みで約 85聴 であつたo             ど 摘ヽ葉時間 (分/101111枚ノ人)上げ摘葉において、

収穫作業については、それぞれの園地、使用台  1樹 当たり (150果/樹に換算)の摘葉枚数は、処
木により着果水準が大きく異なるため、 1人当た  理区は対照区の 638～ 709%と少なくなつた。
りの 100果の収穫に要する時間に換算して解析し  しかし、 1樹当たりの作業時間の短縮は約 10%
た。樹高、樹巾、樹容積、密度 (着果蜘 樹容積)  程度にとどまつた。2)収穫作業時間 (分/1Clll果 /
と収穫時間との関係については、樹高 (F0663)  人)は、 リンゴ栽培における樹高が低いほど短い
との関係で比較的高い相関が認められた (図 1)。   傾向が認められた。
なお、 4園地の試験樹の樹高分布ではそれぞれの

園地・台木の特徴が明確に示された (図 2)。

樹高が高い場合、脚立の乗り降りや移動の時間

がかかること、脚立上での足場が地上に比べて不

安定であること松どが関係しているものと考えら

れ、今後詳細な検討が必要であろう。
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